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秋
田
県
腎
協
第
五
四
回
定
期
総
会

が
、
四
月
二
六
（
日
）
秋
田
県
社
会
福

祉
会
館
一
〇
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、

会
員
・
家
族
・
関
係
者
、
総
勢
五
一
の

参
加
の
下
、
盛
大
に
行
わ
れ
長
期
表
彰

の
該
当
者
三
八
名
の
う
ち
五
名
が
出
席

し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
で
は
、
秋
田
県
健
康
福
祉
部

長
の
石
井
正
人
氏
、
秋
田
市
福
祉
保
健

部
長
の
柳
田
義
人
氏
、
衆
議
院
議
員
の

冨
樫
博
之
氏
、
秋
田
市
議
会
議
員
の
小

木
田
喜
美
雄
氏
か
ら
あ
い
さ
つ
を
頂
き

ま
し
た
。

 

午
後
か
ら
は
、
落
語
家
の
き
り
亭
た

ん
方
氏
に
よ
る
講
演
「
お
笑
い
は
元
気

の
源
　
あ
な
た
の
命
磨
き
ま
す
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
秋
田
住
み
ま
す
芸
人
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
で
、
面
白
い

話
を
聞
か
せ
て
頂
き
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
元
気
で
お
帰
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
二
五
年
度
の
活
動
報
告
や
決
算

報
告
、
二
〇
二
六
年
度
の
活
動
方
針
や

予
算
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
審
議
の
中
で
、
村
越
会
長
か
ら

会
費
の
改
定
に
つ
い
て
補
足
説
明
が
あ

り
、
現
在
の
会
員
が
減
っ
て
き
て
い
る

状
況
で
は
会
の
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
た
め
何
と
か
ご
協
力
を
頂
き
た
い

と
の
事
で
、
会
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て

参
加
者
よ
り
満
場
一
致
で
可
決
い
た
だ

き
ま
し
た
。

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
敬
称
略
）

・
衆
議
院
議
員
　
福
原
　
淳
嗣

・
衆
議
院
議
員
　
御
法
川
　
信
英

・
衆
議
院
議
員
　
村
岡
　
敏
英

・
衆
議
院
議
員
　
寺
田
　
静

・
参
議
院
議
員
　
石
井
　
浩
郎

・
（
一
社
） 

全
国
腎
臓
病
協
議
会

　
　
　
　
　
会
長
　
玉
置
　
幸
利

秋
田
県
腎
協
　
第
五
四
回
定
期
総
会

秋
田
県
腎
協
　
第
五
四
回
定
期
総
会

～
み
ん
な
の
患
者
会
を
守
ろ
う
～

秋田県健康福祉部長 石井　正人

秋田市福祉保健部長 柳田　義人

衆議院議員 冨樫　博之

衆議院議員 福原淳嗣　 秘書 松崎　達也

衆議院議員 村岡敏英　 秘書 三浦　正明

参議院議員 石井浩郎　 秘書 畑澤　敦子

秋田市議会議員 小木田 喜美雄

（公社）秋田県臨床工学技士会理事長 大沢　元和

（公財）あきた移植医療協会事務局長 佐藤　和彦

ご臨席の来賓（敬称略）
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秋田市福祉保健部長　柳田　義人 様

秋田市議会議員　小木田　喜美雄 様

秋田県健康福祉部長　石井　正人 様

衆議院議員　冨樫　博之 様

HP の QR コード

秋田県腎臓病患者連絡協議会ＨＰアドレス

https://www.shirakami.or.jp/~a-kenjin/index.html

LINE公式アカウント

友だち
募集中
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透
析
患
者
の
皆
さ
ん
は
普
段
か
ら

手
や
腕
及
び
関
節
が
痛
く
て
辛
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
痛
み
、
透
析
実
施
期
間
が
長
期

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ
の
発
症
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
透
析
治
療
の
合
併
症
の
一

つ
で
あ
る
、
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

と
い
う
手
や
関
節
の
痛
み
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　
今
回
は
こ
の
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ

ス
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

　
手
や
腕
な
ど
骨
や
関
節
に
症
状
が
み

ら
れ
、
手
足
の
し
び
れ
や
痛
み
が
生
じ

て
、
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
―
シ
ス
が
進
行

す
る
と
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
に
支
障

を
き
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
症
状
が
み
ら
れ
て
か
ら
で
は
、
薬
で

痛
み
を
緩
和
す
る
こ
と
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
生
活
の
質
の
改

善
を
図
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
元
通
り

に
直
す
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　

　
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
こ
そ
が
一
番

大
切
な
治
療
と
な
る
の
が
透
析
ア
ミ
ロ

イ
ド
ー
シ
ス
で
す
。

ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の
種
類

　
ア
ミ
ロ
イ
ド
と
は
、
繊
維
状
の
異
常

な
た
ん
ぱ
く
質
の
こ
と
で
す
。
こ
の
ア

ミ
ロ
イ
ド
が
臓
器
に
沈
着
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
障
害
を
き
た
す
疾
患
の
こ

と
を
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
と
言
い
ま

す
。

　
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
に
は
全
身
性
ア

ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
と
限
局
性
ア
ミ
ロ
イ

ド
ー
シ
ス
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
複

数
の
臓
器
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
が
沈
着
す
る

も
の
を
全
身
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
と

言
い
、
限
局
し
た
臓
器
に
ア
ミ
ロ
イ
ド

が
沈
着
す
る
も
の
を
限
局
性
ア
ミ
ロ
イ

ド
ー
シ
ス
と
言
い
ま
す
。

　
・
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
起
こ
る
原
因

　
こ
の
二
つ
の
う
ち
、
透
析
ア
ミ
ロ
イ

ド
ー
シ
ス
は
全
身
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ

ス
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
は
長
期
間

の
透
析
に
よ
っ
て
起
こ
り
や
す
く
、
長

期
透
析
患
者
や
高
齢
者
に
多
い
合
併
症

で
す
。
一
般
的
に
は
透
析
治
療
を
１０
年

以
上
続
け
て
い
る
方
に
多
く
み
ら
れ
ま

す
。

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
で
は
β
２

ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
い
う
小
さ
な
た

ん
ぱ
く
質
で
主
に
構
成
さ
れ
る
ア
ミ
ロ

イ
ド
が
、
骨
や
関
節
を
中
心
に
沈
着
す

る
こ
と
に
よ
り
、
関
節
・
神
経
症
と
い
っ

た
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
・
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
症
状

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
で
は
、
ア

ミ
ロ
イ
ド
が
骨
や
関
節
に
沈
着
す
る
こ

と
で
、
や
が
て
は
関
節
の
し
び
れ
や
痛

み
、
変
形
、
運
動
障
害
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
手
根
管
症
候
群
や
多
関
節

痛
、
破
壊
性
脊
椎
関
節
症
な
ど
を
き
た

し
ま
す
。

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の
診
断
基

準
で
は
、
多
関
節
痛
・
手
根
管
症
候
群
・

弾
撥
指
・
透
析
脊
椎
症
・
骨
嚢
胞
の
五

つ
の
主
要
症
状
の
う
ち
、
二
つ
以
上
が

認
め
ら
れ
る
場
合
を
臨
床
診
断
例
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　【
多
関
節
痛
】

　
肩
関
節
・
手
関
節
・
股
関
節
・
膝
関

節
な
ど
の
複
数
の
関
節
に
痛
み
が
出
ま

す
。
特
に
肩
関
節
に
痛
み
を
伴
う
場
合

が
多
く
、
関
節
が
冷
え
た
と
き
に
特
に

痛
み
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　【
手
根
管
症
候
群
】

　
手
根
管
症
候
群
は
、
正
中
神
経
が
圧

迫
さ
れ
、
人
差
し
指
、
中
指
を
中
心
に

し
び
れ
や
痛
み
が
出
ま
す
。
特
に
朝
、

痛
み
が
出
る
場
合
が
多
く
、
手
を
振
る
、

指
の
曲
げ
伸
ば
し
な
ど
を
行
う
と
し
び

れ
や
痛
み
が
軽
減
し
ま
す
。

　
手
根
管
症
候
群
が
進
行
す
る
と
親
指

の
付
け
根
部
分
（
母
指
球
）
が
痩
せ
、

細
か
い
指
の
操
作
や
親
指
と
人
差
し
指

で
Ｏ
ｋ
サ
イ
ン
を
作
る
こ
と
が
難
し
く

な
り
ま
す
。

　
特
に
、
透
析
期
間
が
８
年
以
上
の
方

に
手
根
管
症
候
群
の
発
症
が
増
加
し
ま

す
。
ま
た
、
透
析
期
間
が
二
十
年
以
上

の
方
の
半
数
に
発
症
が
認
め
ら
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

第
十
四
回
　
透
析
と
手
・

　
　
　
　
　
　
関
節
の
痛
み

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
と
は
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　【
弾
撥
指
（
だ
ん
ぱ
つ
し
：
ば
ね
指
）】

　
弾
撥
指
は
ば
ね
指
と
も
呼
ば
れ
、
指

の
曲
げ
伸
ば
し
の
際
に
あ
る
部
分
で

引
っ
掛
か
り
が
起
こ
り
、
バ
チ
ン
と
ば

ね
の
よ
う
に
指
が
曲
が
る
症
状
で
す
。

　
指
を
曲
げ
る
筋
肉
を
支
え
て
い
る
屈

筋
腱
は
、
腱
を
ベ
ル
ト
の
よ
う
に
押

さ
え
て
い
る
腱
鞘
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
を

通
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
腱
や
腱
鞘

に
炎
症
が
起
こ
る
こ
と
で
、
滑
り
が
悪

く
な
る
と
腱
鞘
炎
を
起
こ
し
、
さ
ら
に

進
行
す
る
と
こ
の
ば
ね
指
の
症
状
を
起

こ
す
の
で
す
。

 

　【
透
析
脊
椎
症
】

　
透
析
脊
椎
症
は
、
脊
椎
の
骨
や
靭
帯

に
ア
ミ
ロ
イ
ド
が
沈
着
す
る
こ
と
で
起

こ
り
ま
す
。
透
析
脊
椎
症
が
進
行
す
る

と
、
手
足
の
し
び
れ
や
痛
み
、
手
や
足

の
力
が
は
い
り
に
く
く
な
る
こ
と
や
、

排
尿
・
排
便
障
害
な
ど
が
生
じ
、
手
術

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
り
ま
す
。
透
析

脊
椎
症
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
が
沈
着
す
る

場
所
に
よ
り
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
・
破
壊
性
脊
椎
関
節
症

　
背
骨
の
骨
組
織
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
が
沈

着
し
て
骨
・
軟
骨
が
破
壊
さ
れ
椎
骨
の

あ
い
だ
に
あ
る
空
間
が
狭
く
な
る
こ
と

で
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る
状
態
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。

　
破
壊
性
脊
椎
関
節
症
は
特
に
、
首
の

骨
や
腰
の
骨
で
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

破
壊
性
脊
椎
関
節
症
に
よ
っ
て
神
経
が

圧
迫
さ
れ
る
と
、
手
の
し
び
れ
や
肩

の
痛
み
、
お
尻
か
ら
足
の
外
側
に
か
け

て
の
し
び
れ
や
痛
み
な
ど
が
み
ら
れ
ま

す
。

　
・
脊
椎
管
狭
窄
症

　
背
骨
の
靭
帯
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
が
沈
着

す
る
と
靭
帯
が
厚
く
な
り
ま
す

そ
れ
に
よ
り
、
脊
椎
の
神
経
が
中
を

走
っ
て
い
る
脊
柱
管
が
狭
く
な
り
、
脊

椎
の
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て
足
の
し
び
れ

や
痛
み
、
歩
く
と
痛
み
や
し
び
れ
が
出

て
休
む
と
症
状
が
軽
快
す
る
と
い
う
間

欠
歩
行
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
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　【
骨
嚢
胞
】

　
骨
嚢
胞
は
関
節
症
が
進
む
こ
と
で
骨

の
中
に
空
洞
【
骨
嚢
胞
】
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
症
状
で
す
。

　
特
に
手
関
節
周
囲
の
骨
に
よ
く
見
ら

れ
、
透
析
期
間
十
六
年
以
上
の
６０
％
に

骨
嚢
胞
の
症
状
が
認
め
ら
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
・
骨
嚢
胞
の
副
症
状

　
骨
嚢
胞
の
副
症
状
と
し
て
は
、
骨
折
、

虚
血
性
腸
炎
（
大
腸
へ
の
動
脈
の
血
流

が
一
時
的
に
悪
く
な
り
、
腹
痛
や
下
痢
、

血
便
な
ど
が
見
ら
れ
る
）、
皮
下
腫
瘤
、

尿
路
結
石
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

　
　
　
　
　
　
の
主
な
原
因

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
―
シ
ス
の
起
こ
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
発
送
リ
ス
ク
を
見
て
み

る
と
、
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
ま
だ

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
透
析
期
間
が
長
く
な
る
こ
と
で
ア
ミ

ロ
イ
ド
繊
維
が
骨
・
関
節
組
織
に
沈
着

す
る
こ
と
が
具
体
的
な
原
因
と
考
え
ら

れ
て
は
い
ま
す
。

　
・
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

　
　
　
　
の
発
症
リ
ス
ク
因
子

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
を
発
症
さ

せ
る
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
次
の
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

☆
長
期
間
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る

☆
年
齢
が
６０
歳
代

☆
女
性
で
あ
る

☆
糖
尿
病
性
腎
症
で
あ
る

☆
低
ア
ル
フ
ミ
ン
血
症
で
あ
る

　
２
０
１
０
～
２
０
１
１
年
に
調
査
さ

れ
た
日
本
の
透
析
患
者
の
統
計
に
よ
る

と
、
透
析
期
間
が
５
年
長
く
な
る
毎
に

透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の
発
症
リ
ス

ク
が
約
２
倍
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
透
析
歴
が
３０
年
以
上
の
場
合
、

透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
に
よ
る
関
節

症
へ
の
手
術
や
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
破
壊
性
脊
椎
関
節
症
の
割
合
が

顕
著
に
上
が
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　
・
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
は
β
２
ミ

ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
で
構
成
さ
れ
る
ア
ミ

ロ
イ
ド
繊
維
が
骨
や
関
節
組
織
に
沈
着

す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　
β
２
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
は
、
全
身

の
細
胞
に
存
在
し
て
い
る
身
体
に
と
っ

て
必
須
の
た
ん
ぱ
く
質
で
す
。
透
析
で

は
β
２
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
除
去
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
血
中
で
増
え
た
β
２
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ

リ
ン
は
細
長
い
形
状
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
繊

維
を
作
り
、
骨
や
関
節
組
織
に
沈
着
し

ま
す
。

　
も
と
も
と
、
β
２
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ

ン
は
機
能
的
な
立
体
構
造
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
構
造
が
ほ
ど
け
る
こ
と
に

よ
り
、
ほ
ど
け
た
た
ん
ぱ
く
質
動
詞
が

層
状
に
積
み
重
な
っ
て
細
長
い
形
状
の

ア
ミ
ロ
イ
ド
繊
維
を
作
り
出
し
ま
す
。

 

透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

　
　
　
　
　
　
の
治
療
方
法

　
こ
の
よ
う
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
繊
維
が
沈

着
す
る
こ
と
で
起
こ
る
透
析
ア
ミ
ロ
イ

ド
ー
シ
ス
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
治
療

方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
実
は
、
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
に

は
根
本
的
な
治
療
方
法
は
今
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
術
で
沈
着
し

た
ア
ミ
ロ
イ
ド
を
取
り
除
く
こ
と
も
出

来
ま
せ
ん
。

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
に
よ
っ
て

骨
・
関
節
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

骨
や
関
節
の
痛
み
を
軽
減
す
る
薬
物
治

療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
日

常
生
活
活
動
レ
ベ
ル
の
維
持
・
改
善
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
・
薬
物
療
法

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
に
よ
る
関

節
や
骨
の
痛
み
に
対
し
て
は
薬
物
療
法

と
し
て
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
炎
症
鎮
痛
薬

（
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
）
が
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
。

　
ま
た
、
痛
み
が
強
い
場
合
に
は
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
の
投
与
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
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ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
、
鎮
痛
作
用
が
強

い
薬
剤
で
す
。
一
方
で
副
作
用
も
強

い
の
で
、
長
期
間
の
使
用
は
避
け
短
期

間
の
使
用
に
と
ど
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
・
リ
ハ
ビ
リ
や
外
科
手
術

　
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
依
存
し
て
症
状
を

抑
え
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
骨
・

関
節
症
状
に
よ
る
運
動
障
害
や
日
常
生

活
活
動
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
の
低
下
に
対
し
て

は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
骨
・
関
節
症
状
が
進
行
し
て

い
る
場
合
に
は
、
脊
椎
カ
ラ
ー
な
ど
で

の
固
定
や
整
形
外
科
的
な
手
術
が
検
討

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

　
　
　
　
　
は
予
防
が
重
要

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
は
一
度
発

症
す
る
と
治
療
が
難
し
い
透
析
の
合
併

症
で
す
。

　
出
来
る
だ
け
透
析
に
よ
る
ア
ミ
ロ
イ

ド
が
沈
着
す
る
こ
と
を
防
い
だ
り
、
骨
・

関
節
症
状
の
発
症
や
進
行
を
防
ぐ
予
防

的
治
療
を
行
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。

　
・
ア
ミ
ロ
イ
ド
の
沈
着
を

　
　
　
　
予
防
す
る
た
め
の
治
療

　
ア
ミ
ロ
イ
ド
の
沈
着
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
透
析
で
出
来
る
限
り
の
β
２

ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
除
去
す
る
工
夫

が
必
要
で
す
。

　
β
２
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
除
去
す

る
効
果
が
得
ら
れ
、
透
析
ア
ミ
ロ
イ

ド
ー
シ
ス
に
よ
り
起
こ
る
症
状
を
予
防

す
る
と
さ
れ
て
い
る
治
療
に
は
次
の
よ

う
な
方
法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

☆
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
の
含
ま
れ
な
い
、

純
度
の
高
い
透
析
液
を
使
用
す
る

☆
通
常
の
血
液
透
析
よ
り
も
大
き
な
物

質
を
透
過
可
能
な
高
性
能
膜
を
使
用

す
る

☆
血
液
濾
過
透
析
（
Ｈ
Ｄ
Ｆ
）
を
行
う

☆
β
２
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
吸
着
・

除
去
す
る
β
２
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン

吸
着
カ
ラ
ム
を
使
用
す
る

　
透
析
に
お
い
て
右
記
の
よ
う
な
工
夫

を
す
る
こ
と
で
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ

ス
を
予
防
・
症
状
を
軽
減
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

ま
と
め

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
は
長
期
の

透
析
患
者
に
高
頻
度
で
み
ら
れ
る
合
併

症
で
す
。
日
本
は
高
齢
社
会
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
更
に
透
析
患
者
の
治
療
期
間

が
長
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
は
発
症
す

る
と
骨
・
関
節
症
状
が
進
ん
で
著
し
く

Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
低
下
に
結
び
つ
き

ま
す
。
一
度
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

を
発
症
す
る
と
根
本
的
な
治
癒
は
難
し

い
た
め
、
予
防
が
一
番
の
治
療
方
法
と

言
え
ま
す
。

　
気
に
な
る
手
や
腕
・
関
節
の
痛
み
が

あ
る
患
者
さ
ん
は
年
だ
か
ら
と
あ
き
ら

め
ず
、
一
度
透
析
し
て
い
る
病
院
の
医

師
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　
※
本
文
章
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
東
京

新
橋
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

透
析
コ
ラ
ム
内
よ
り
手
・
関
節
の
痛
み
透
析
ア

ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
に
つ
い
て
徹
底
解
説
」
の
ペ
ー

ジ
よ
り
参
照
し
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
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腎臓

※秋田県の制度等に、一部追加・変更しています。
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※※秋田県の場合は、「秋田大学医学部附属病院」が移植施設となります。
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秋田県の場合は、「(公財)あきた移植医療協会」に２万円までの助成
制度があります。）

新規登録料¥30,000円
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移植を受けた際は、下記の費用が必要です。

ＪＯＴへの移植希望登録や更新に際し下記の費用が必要です。
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ｰ「自立支援医療」対象薬は配慮の方向　制度設計次第で負担増もｰ

■ ＯＴＣ 類似薬の保険見直し　透析患者はどうなる？
　今国会では、市販薬と同じ成分の処方薬（以下、OTC 類似薬）の一部を保険給付の対象外
とする「一部保険外療養」制度の創設などを盛り込んだ健康保険法等改正法が成立しました。
その際、財務大臣と厚生労働大臣は、制度の実施に当たり、「こども、がん患者や難病患者な

ど配慮が必要な慢性疾患の患者、低所得者、入院患者、医師が長期使用など医
学的に必要と判断した患者への配慮を検討する」との方針で合意しています。
では、透析患者や腎移植者はどうなるのでしょうか。対象となる薬には、痛み
止めや湿布、保湿剤、かゆみ止め薬など日常的によく使われる薬が多く含まれ
ています。新たな ２５％の負担が生じるのか、それとも配慮の対象となり負担は
増えないのか。

　厚生労働省は６月 ２５ 日、OTC
類似薬の保険給付見直しに関す
る技術的検討会を開き、新たな
負担を求めない患者（右表）と、
負担を求めない療養の範囲（下
記図表）の考え方を示しました。
現在、制度の詳細について検討
が進められています。
　透析患者や腎移植者では、人
工透析や腎移植に係る自立支援医療（更生医療）が国の公費負担医療制度に当たります。厚
労省は、自立支援医療の対象となる OTC 類似薬については、新たな「特別の料金」（薬剤費
の ２５％）を求めない方向で検討しています。一方、自立支援医療の対象外となる OTC 類似
薬については、制度設計によっては新たな負担が生じる可能性があります。そのため、透析
患者や腎移植者であっても、すべての OTC 類似薬が追加負担の対象外となるわけではありま
せん。
　厚労省は今後も対象となる薬剤や負担の範囲などを検討し、秋ごろに制度の詳細を決定し
た上で、２０２７ 年３月から新制度を開始する予定です。

2026－01号

新たに負担を求めない者

①　がん治療中の患者
②　指定難病患者
③　国の公費負担医療制度の対象となる患者
④　入院中や退院時に処方される医薬品
⑤　検査や手術などに伴って処方される医薬品
⑥　年間を通じて長期間使用することが医療上必要と医師が
　　認めた患者

参考：https://www.mhlw.go.jp/content/12403550/001715327.pdf 
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■特定疾病制度について
　財務省では、２０２６ 年４月 ２８ 日「持続可能な社会保障制度の構築（財政各論Ⅱ）」の資料に

おいて、人工透析患者に係る特定疾病制度について見直しの必要性を含め検討すべきとの考

えを示した（資料頁 ３３ 参照）

　これを受け全腎協では７月 １５ 日、仁木厚生労働副大臣に対し、人工透析患者に係る特定疾

病制度の自己負担限度額を現行どおり維持するよう求める意見書を手交しました。

　次ページに特定疾病制度に関する対応の経過報告を掲載しています。

　この件は、われわれ透析患者には非常に重要な事案です。全腎協が何もアクションを起こ

していなければ見直しが行われた可能性が非常に高いと思われます。

　県腎協は全腎協とともに、今後も現在のさまざまな制度が改悪されないよう行政への要望

等協力していきたいと思います。

2026－02号
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2026 年7月 28 日

都道府県加盟組織　御中

一般社団法人 全国腎臓病協議会

特定疾病制度に関する対応の経過報告

　特定疾病（マル長）制度をめぐる財政制度等審議会での資料提示を受け、

全腎協では、透析患者の治療継続に重大な影響を及ぼしかねない問題で

あると受け止め、直ちに対応を進めてきました。これまでの経過について、

下記のとおり報告します。

１．財政制度等審議会財政制度分科会での資料提示
　4月 28 日に開催された財政制度等審議会財政制度分科会において、人
工透析患者等を対象とする特定疾病制度について、制度創設から長期間
が経過していること、他疾患の患者との公平性、負担能力に応じた負担
などの観点から、「見直しの必要性を含め検討していくべきではないか」
とする資料が示されました。
　また、この資料には、日本透析医会と全腎協が共同で実施した「2021
年度血液透析患者実態調査」の結果が引用され、透析医療費の負担につ
いて「考える必要がある」と回答した患者が約 75％であったことから、
当事者の多くも医療費負担の分かち合い・支え合いの在り方に問題意識
を持っているとの解釈が記載されました。
　しかし、この調査の設問は、透析医療費の負担について患者自身も考
える必要があるかを尋ねたものであり、患者の自己負担の引上げや特定
疾病制度の見直しについて賛否を尋ねたものではありません。

２．全腎協の対応
　全腎協では、4月 28 日の資料が示された直後から内容を確認し、特定
疾病制度の見直しにつながる議論と、調査結果が設問の趣旨を超えて解
釈されている点について対応が必要と判断しました。
　その後、現行の自己負担上限を維持することを求める意見書を取りま
とめ、CKD 議連を通じた働きかけを進めました。

３．厚生労働副大臣へ意見書を手交
　7月 15 日、全腎協は仁木博文厚生労働副大臣に、特定疾病制度に関す
る意見書を直接手交し、特定疾病制度が透析患者の治療継続に欠かすこ
とのできない制度であることを説明し、現行の自己負担上限を維持する
よう要望するとともに、財政制度等審議会の資料で引用された「2021 年
度血液透析患者実態調査」の結果についても説明しました。
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　仁木副大臣からは、厚生労働省としては、現時点において特定疾病制
度の見直しは想定していない旨の説明があり、アンケート結果について

「ミスリードのないようにしたい」との考えが示されました。

４．見解の公表
　「2021 年度血液透析患者実態調査」の問7の回答結果が、4月 28 日の
財政制度等審議会財政制度分科会の資料に続き、6月 26 日の財政制度等
審議会の建議「人口減少と不確実性の時代における国力の強化と財政運
営」においても再び引用されたため、全腎協では、調査結果が設問の趣
旨を超えて解釈され、患者負担増や特定疾病制度の見直しの根拠として
受け取られることがないよう、回答結果の解釈に関する見解を取りまと
めました。
　7月 24 日、日本透析医会から、本見解を全腎協ホームページで公表す
ることについて了承を得ました。

５．今後の対応
　今後も、特定疾病制度をめぐる動向を注視し、患者が安心して透析治
療を継続できるよう、必要な対応を行ってまいります。

以上
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秋
田
赤
十
字
病
院

　
後
藤
　
利
博
　
　
　
三
浦
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子

　
高
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宏
直

秋
田
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
村
上
　
　
東
　
　
　
佐
々
木
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丸
山
　
幸
子

秋
田
労
災
病
院

　
畠
山
　
良
昭
　
　
　
鈴
木
　
勇
記

新
屋
透
析
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
遠
藤
　
和
春

い
し
や
ま
内
科
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
田
中
　
公
臣
　
　
　
越
後
谷
　
二
郎

　
夏
井
　
　
久
　
　
　
野
口
　
久
栄

　大
館
市
立
総
合
病
院

　
藤
盛
　
容
子
　
　
　
山
内
　
裕
子

　
工
藤
　
弘
子
　
　
　
忍
　
　
慶
子

　
加
賀
　
光
雄
　
　
　
杉
原
　
ミ
ヨ

　
明
石
　
　
眞
　
　
　

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

　
石
川
　
　
茂
　
　
　
今
野
　
徳
男

　
伊
藤
　
幸
子
　
　
　
伊
藤
　
　
浩

　
原
　
　
勇
二

お
の
ば
腎
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
村
井
　
　
誠
　
　
渡
部
　
秋
雄

　
三
浦
　
喜
代
美

か
づ
の
厚
生
病
院

　
泉
山
　
博
昭
　
　
　
佐
藤
　
忠
雄

北
秋
田
市
民
病
院

　
村
上
　
孝
男
　
　
　
鈴
木
　
久
子

工
藤
泌
尿
器
科
医
院

　
渡
辺
　
廣
正
　
　
　
八
柳
　
喜
弘

こ
は
ま
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
武
藤
　
康
則
　
　
　
高
橋
　
宗
一

さ
が
医
院

　
鈴
木
　
純
一
　
　
　
杉
原
　
敏
哉

　
樋
渡
　
正
孝

市
立
秋
田
総
合
病
院

　
佐
藤
　
ス
ミ
エ
　
　
八
柳
　
清
一

　
田
中
　
啓
悦
　
　
　
板
垣
　
　
隆

　
庄
司
　
安
明
　
　
　
大
塚
　
則
雄

　
朝
倉
　
吉
之
助

市
立
横
手
病
院

　
高
橋
　
英
之
　
　
　
三
浦
　
昌
也

た
か
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
木
元
　
準
一
朗
　
　
西
野
　
る
み
子

　
藤
谷
　
　
実
　
　
　
丹
尾
　
和
夫

　
佐
々
木
　
郁
二
　
　
畠
山
　
佐
一

　
大
坂
谷
　
豊
　
　
　
佐
藤
　
晴
得

立
木
医
院

　
安
田
　
和
臣

花
園
病
院

　
土
場
　
　
進
　
　
　
青
葉
　
圭
司

　
富
樫
　
富
雄
　
　
　
佐
藤
　
隆
一

　
進
藤
　
　
巌
　
　
　
古
関
　
慶
子

　
宇
元
　
　
勤
　
　
　
佐
藤
　
邦
久

平
鹿
総
合
病
院

　
加
納
　
春
美

藤
原
記
念
病
院

　
小
林
　
弘
子
　
　
　
伊
藤
　
　
章

　
夏
井
　
レ
イ
子

〈
新
し
い
仲
間
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。〉

　
四
月
一
日
～
七
月
三
一
日

ま
で
に
届
け
出
あ
っ
た
方
々
を

掲
載
（
敬
称
略
）。
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秋
田
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

　
越
高
　
　
忠
　
　
長
谷
川
　
恵
子

秋
田
赤
十
字
病
院

　
魚
住
　
利
明

秋
田
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
筒
井
　
　
勇

秋
田
労
災
病
院
　
　
　

　
畠
山
　
和
明
　
　
　
多
賀
谷
　
光
雄

　
田
中
　
昭
彦
　 

田
中 

優
一
（
一
般
）

　い
し
や
ま
内
科
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
佐
藤
　
良
仁
　 

佐
藤 

良
男
（
一
般
）

大
館
市
立
総
合
病
院

　
佐
藤
　
圭
介
　
　
　
菅
原
　
裕
美
子

　
柴
田
　
さ
お
り
　
　
伊
藤
　
正
明

　
神
成
　
　
伸
　
　
　
近
江
屋
　
元
行

　
小
笠
原
　
礼
子
　
　
木
村
　
由
美
子

　
渡
辺
　
勝
也
　
　
　
斉
藤
　
ふ
き
江

　
吉
山
　
英
夫
　
　
　
日
景
　
　
匠

　
和
田
　
良
之
　
　
　
竹
迫
　
健
明

　
岩
澤
　
三
郎
　
　
　
本
間
　
　
正

　
佐
藤
　
巳
佐
男
　
　
日
景
　
隆
俊

　
佐
藤
　
美
緒
子
　
　
澤
田
　
信
彦

　（
非
会
員
）
山
田
　
雅
子

　（
非
会
員
）
笹
館
　
康
彦

さ
が
医
院

　
鈴
木
　
晃
治

清
水
泌
尿
器
科
内
科
医
院
　

　
勝
見
　
善
伸
　
　
　
五
十
嵐
　
亜
希

市
立
秋
田
総
合
病
院
　
　

佐
藤
　
栄
二
　
　
　
大
嶋
　
　
学

中
通
総
合
病
院
　
　
　
　

池
田
　
仁
之

個
人
会
員

　
伊
藤
　
シ
ゲ
子　

合
計
　
七
六
二
枚

※
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
頂
い
た
は
が

き
は
、
通
信
用
な
ど
有
意
義
に
利
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　
私
事
で
あ
る
が
、
７
月
初
旬
に
大
叔

父
が
亡
く
な
っ
た
。

　
親
戚
縁
者
で
自
分
よ
り
年
上
で
「
じ

い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
べ

る
世
代
の
方
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
寂
し
さ
を
感

じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
人
は
い
つ
か
必
ず
死
ぬ
。
そ
れ
が
早

く
な
る
の
か
、
遅
く
な
る
の
か
は
わ
か

ら
な
い
。

　
猛
暑
や
大
雨
・
地
震
な
ど
災
害
も
ま

た
し
か
り
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
が
必
ず
起
き
て
し
ま
う
。

い
つ
そ
う
な
っ
て
も
い
い
様
に
心
が
け

て
生
活
す
る
の
み
だ
が
、
そ
れ
が
一
番

難
し
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

　
透
析
を
続
け
な
が
ら
も
何
と
か
生
活

し
て
い
ら
れ
る
今
の
環
境
に
感
謝
し
つ

つ
、
精
一
杯
生
き
る
こ
と
の
み
が
自
分

の
出
来
る
こ
と
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
来
年
、
還
暦
の
私
、
生
ま
れ
て
き
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
人
生
だ
っ
た
と
言

え
る
よ
う
に
残
り
僅
か
な
時
間
を
過
ご

し
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
願
う
ば
か
り
で

あ
る
・
・
・
。
　
　
　
　
　（
Ｙ
・
Ｓ
）

【
青
い
鳥
は
が
き
】
寄
付
者
一
覧

（
敬
称
略
）
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埋
め
草
と
は
新
聞
や
雑
誌
な
ど
出
版

物
で
ペ
ー
ジ
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め

る
た
め
の
短
い
記
事
や
文
章
を
意
味
し

ま
す
。
そ
れ
に
短
い
評
論
を
載
せ
る
欄

を
意
味
す
る
コ
ラ
ム
を
合
わ
せ
て
、
私

（
青
空
編
集
員
）
が
作
っ
た
造
語
が
「
埋

め
草
コ
ラ
ム
」
で
す
。

　
青
空
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
「
埋
め

草
コ
ラ
ム
」
に
て
皆
さ
ん
に
透
析
患
者

だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
た
め
に
な
る
、
考
え

て
し
ま
う
よ
う
な
事
柄
を
題
材
に
記
事

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
ち
ょ
っ
と
前
に
出
版
さ
れ
、

も
う
既
に
読
ん
だ
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
「
講
談
社
　

堀
川
惠
子
著
　
透
析
を
止
め
た
日
」
を

読
ん
で
感
じ
た
透
析
患
者
の
終
末
期
と

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
の
記
事
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
記
事
は
大
垣
中
央
病
院
（
医
療
法
人

社
団
豊
正
会
）
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
透
析
に
関
す
る
記
事
の
中
よ
り
抜

粋
し
ま
し
た
。
こ
の
病
院
の
様
に
透
析

患
者
の
様
々
な
こ
と
を
自
院
で
実
践
し

情
報
を
発
信
し
て
い
る
病
院
が
あ
る
事

は
我
々
に
は
と
て
も
心
強
い
も
の
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
透
析
患
者
さ
ん
の

　
　
　
　
末
期
症
状
へ
の
対
応

　
　
　
　
　
大
垣
中
央
病
院

　
透
析
療
法
を
受
け
る
方
が
増
え
た
こ

と
で
、
終
末
期
の
症
状
や
サ
ポ
ー
ト
方

法
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

長
期
間
に
わ
た
る
腎
機
能
の
低
下
や
合

併
症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ

て
心
身
の
状
態
が
不
安
定
に
な
り
や
す

い
点
が
特
徴
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
快
適
さ
を
保

ち
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
上

で
、
心
身
双
方
の
緩
和
ケ
ア
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
患
者
と
家
族
が
納
得
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連

携
し
な
が
ら
選
択
肢
を
検
討
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
本
記
事
で
は
終
末
期
の
症
状
へ
の
向

き
合
い
方
や
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
方

法
、
そ
し
て
当
院
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
安
心
で
き
る
医
療
体
制
づ
く
り
の

一
助
と
な
る
情
報
を
ま
と
め
ま
す
。

　
透
析
を
受
け
る
方
の
終
末
期
が

　
　
　
　
　
　
　
注
目
さ
れ
る
背
景

　
透
析
患
者
は
長
期
に
わ
た
っ
て
腎
不

全
の
治
療
を
続
け
る
た
め
、
生
活
全
般

に
わ
た
り
大
き
な
負
担
を
感
じ
や
す
い

で
す
。
臓
器
が
十
分
に
機
能
し
な
い
条

項
に
加
え
、
血
液
浄
化
を
定
期
的
に
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

近
年
は
医
療
技
術
の
進
歩
で
長
期
間
の

通
院
が
可
能
に
な
っ
た
一
方
、
終
末
期

に
お
け
る
ケ
ア
の
在
り
方
が
よ
り
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
と
尊
厳
を
保
ち

や
す
い
医
療
体
制
を
整
え
る
上
で
、
終

末
期
の
緩
和
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
・
高
齢
化
と
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化

　
高
齢
化
の
加
速
で
、
透
析
を
受
け
る

方
も
年
齢
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
で
は
複
数
の
慢
性
疾
患
を

抱
え
る
場
合
が
多
く
、
腎
不
全
以
外
の

合
併
症
も
同
時
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
動
作
が
低
下
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
増
え
、
移
動
手
段
や
通
院
方

法
の
確
保
が
生
活
の
質
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
病
院
や
施
設
だ
け
で
な
く
在
宅

医
療
と
連
携
し
な
が
ら
緩
和
ケ
ア
を
行

う
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
・
長
期
透
析
の
影
響
と
心
身
の
疲
労

　
血
液
を
浄
化
す
る
過
程
は
身
体
的
に

負
担
が
か
か
り
、
疲
労
や
む
く
み
、
血

圧
低
下
な
ど
を
繰
り
返
す
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
長
期
透
析
で
は
食
事
制
限
と

合
わ
せ
て
自
己
管
理
が
大
き
な
課
題
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
患
者
が
持
つ
ス
ト

レ
ス
は
相
当
な
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
身
体
的
・
精
神
的
な
負
担

が
慢
性
的
に
続
く
と
、
気
力
の
低
下
や

意
欲
の
減
退
と
い
っ
た
面
も
顕
在
化
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
終
末
期
が
近
づ
く

に
つ
れ
そ
の
負
担
は
さ
ら
に
大
き
く
な

る
た
め
、
心
身
両
面
を
支
え
る
緩
和
ケ

ア
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
・
終
末
期
医
療
に
対
す
る

　
　
　
　
　
社
会
の
意
識
変
化

　
医
療
の
充
実
に
伴
い
、
長
生
き
が
当

た
り
前
に
な
っ
た
社
会
で
は
「
ど
の

よ
う
に
生
き
た
い
か
」
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
治
療
を
受
け
つ
つ
も
、
自
分

の
意
思
を
尊
重
し
た
医
療
選
択
を
行
う

人
が
増
え
、
人
工
呼
吸
器
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
透
析
を
続
け
る

か
ど
う
か
も
議
論
の
対
象
に
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

　「
最
後
ま
で
透
析
を
受
け
る
」「
最
終

段
階
で
や
め
る
か
検
討
す
る
」
と
い
っ

た
選
択
を
周
囲
と
話
し
合
う
機
会
が
増

え
て
い
る
た
め
、
専
門
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

『埋
め
草
』
コ
ラ
ム
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・
透
析
と
終
末
期
の

　
　
　
　
　
関
連
要
因
一
覧

　
終
末
期
を
考
え
る
う
え
で
、
ど
う
生

き
た
い
か
と
い
う
思
い
を
尊
重
す
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
多
職
種
や
家

族
と
連
携
し
、
負
担
を
分
担
し
な
が
ら

患
者
が
安
心
し
て
治
療
を
継
続
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
末
期
症
状
と
緩
和
ケ
ア
の
基
本

　
人
工
腎
機
能
を
補
う
治
療
を
続
け
る

中
で
、
身
体
や
心
の
症
状
は
多
様
化
し

や
す
い
で
す
。
終
末
期
に
近
づ
く
と
、

身
体
の
苦
痛
だ
け
で
な
く
精
神
面
や
社

会
的
な
不
安
な
ど
複
数
の
課
題
が
表
面

化
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
の
が
緩

和
ケ
ア
で
す
。

　
緩
和
ケ
ア
は
が
ん
の
領
域
で
注
目
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
腎
不
全
の
領
域
で
も

非
常
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
・
緩
和
ケ
ア
と
は
な
に
か

　
緩
和
ケ
ア
は
痛
み
や
不
快
感
な
ど
を

軽
減
し
、
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
を

目
指
す
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
単
に
苦
痛

を
抑
え
る
だ
け
で
な
く
、
患
者
の
価
値

観
や
生
き
方
を
尊
重
し
、
自
宅
や
医
療

機
関
で
少
し
で
も
安
定
し
た
日
常
を
送

れ
る
よ
う
多
方
面
か
ら
支
援
を
行
い
ま

す
。

　
終
末
期
は
身
体
機
能
が
低
下
し
、
日

常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
場
面
が
増
え
る

た
め
、
こ
う
し
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

が
大
切
で
す
。

　
・
腎
不
全
で
見
ら
れ
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
期
症
状

　
腎
不
全
が
進
行
す
る
と
次
の
よ
う
な

症
状
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
　

●
重
い
倦
怠
感
と
疲
労
感

●
食
欲
不
振
や
吐
き
気

●
電
解
質
異
常
に
よ
る
意
識
障
害

●
心
不
全
を
伴
う
呼
吸
困
難

●
む
く
み
に
よ
る
関
節
可
動
域
の
制
限

　
体
内
の
老
廃
物
を
十
分
に
排
泄
出
来

な
い
状
態
が
続
く
た
め
、
一
時
的
な
治

療
で
は
対
応
が
難
し
い
症
状
も
出
現
し

や
す
い
で
す
。

　
・
腎
不
全
末
期
に
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
症
状
の
特
徴

　
こ
う
し
た
症
状
に
直
面
し
た
際
、

患
者
と
家
族
は
「
治
療
を
続
け
る
べ
き

か
」「
と
う
や
っ
て
苦
痛
を
和
ら
げ
る

か
」
と
い
う
判
断
を
迫
ら
れ
が
ち
で
す
。

主
治
医
や
看
護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
可
能
な
対
処
法

を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　
・
緩
和
ケ
ア
導
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
透
析
で
は
「
い
つ
緩
和
ケ
ア
に
切
り

替
え
た
ら
い
い
か
」「
ど
の
時
点
で
考

え
る
べ
き
か
」
と
い
う
点
が
課
題
に
な

り
ま
す
。
症
状
や
生
活
状
況
は
個
人
差

が
大
き
く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
一
律
に
定

め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
一
般
に
は
次
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら

れ
た
と
き
に
、
緩
和
ケ
ア
を
検
討
し
始

め
る
方
が
多
い
で
す
。

●
透
析
後
の
疲
労
感
が
強
く
、
生
活
の

維
持
が
困
難
に
感
じ
る

●
合
併
症
が
進
行
し
、
透
析
治
療
そ
の

も
の
が
苦
痛
の
原
因
に
な
る

●
余
命
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
主
治

医
の
判
断
で
明
ら
か
に
な
っ
た

　
身
体
的
症
状
へ
の
具
体
的
な
対
策

　
腎
不
全
の
末
期
で
は
、
多
種
多
様
な

身
体
症
状
が
連
鎖
的
に
起
こ
り
や
す
い

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
ケ
ア
を
組

み
合
わ
せ
、
体
の
負
担
を
和
ら
げ
る
こ

要因 内容

高齢化の進行 体力や抵抗力が低下し、合併症のリスクも

増加する

長期透析疲労 食事制限や通院負担による精神的ストレス

が蓄積

社会意識の変化 自己決定を重視する患者が増え、緩和ケアに

関心が集まる

症状 主な特徴

倦怠感 身体の重さが抜けず、日常動作が大き

く低下する

意識障害 会話がかみ合わなくなる、混乱しやす

い

呼吸困難 心臓への負担が増し、安静時でも苦し

さを感じる

消化器症状 吐き気や便秘などが慢性的に続く場合

がある
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と
が
重
要
で
す
。

　
安
易
に
投
薬
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
日
常
生
活
の
工
夫
や
リ
ハ
ビ
リ
、

心
理
的
サ
ポ
ー
ト
を
合
わ
せ
て
検
討
す

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
・
痛
み
や
倦
怠
感
を
軽
減
す
る
工
夫

　
痛
み
が
ひ
ど
い
と
生
活
全
体
の
質
が

落
ち
や
す
く
、
倦
怠
感
が
重
な
れ
ば
意

欲
や
食
欲
ま
で
下
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
痛
み
の
原
因
は
腎
機
能
低
下
だ

け
で
な
く
、
骨
・
関
節
へ
の
影
響
、
末

梢
神
経
障
害
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

　
医
療
用
麻
薬
や
鎮
痛
剤
の
調
整
と
並

行
し
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
温
熱
療
法
な

ど
で
全
身
の
血
行
を
促
す
方
法
も
検
討

し
ま
す
。

　
・
身
体
的
症
状
と
対
策
一
覧

　
透
析
患
者
に
多
い
貧
血
を
改
善
す
る

と
、
倦
怠
感
の
軽
減
が
期
待
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ

ン
製
剤
な
ど
も
活
用
し
、
定
期
的
な
検

査
で
効
果
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
ま

す
。

　
・
呼
吸
困
難
や
胸
苦
し
さ
へ
の
対
応

　
末
期
段
階
で
は
心
不
全
を
合
併
し
や

す
く
、
呼
吸
困
難
が
急
速
に
進
む
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
呼
吸
が
浅
く
な
る
と
睡

眠
の
質
も
低
下
し
、
身
体
の
不
調
が
増

幅
し
や
す
い
で
す
。

　
酸
素
療
法
や
身
体
の
体
位
を
工
夫
す

る
な
ど
の
日
常
的
な
ケ
ア
に
加
え
、
モ

ル
ヒ
ネ
の
少
量
投
与
で
息
苦
し
さ
を
和

ら
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
こ
ま
め
に
バ
イ
タ

ル
サ
イ
ン
を
確
認
し
、
急
変
に
備
え
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
・
む
く
み
や
体
液
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
腎
臓
が
老
廃
物
や
水
分
を
十
分
に
排

泄
で
き
な
い
た
め
、
む
く
み
や
体
液
貯

留
が
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
透
析
治

療
で
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
で

す
が
、
食
塩
や
水
分
摂
取
量
を
適
度
に

調
整
し
な
い
と
症
状
が
悪
化
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
管
理
栄
養
士
と
相
談
し
な
が
ら
、

普
段
の
食
習
慣
を
見
直
し
こ
と
も
大

切
で
す
。

　
☆
食
事
内
容
の
工
夫
項
目

●
低
た
ん
ぱ
く
・
低
塩
分
の
メ
ニ
ュ
ー

を
活
用
す
る

●
野
菜
や
果
物
の
カ
リ
ウ
ム
量
を
意
識

す
る

●
１
日
の
水
分
摂
取
量
を
メ
モ
し
、
過

剰
に
な
ら
な
い
よ
う
調
整
す
る

●
透
析
直
前
の
食
事
に
注
意
し
て
体
重

増
加
を
緩
や
か
に
保
つ

　
体
重
測
定
や
尿
量
の
記
録
な
ど
を
細

か
く
行
う
と
、
む
く
み
の
進
行
度
が
把

握
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
・
消
化
器
症
状
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　
食
欲
不
振
や
吐
き
気
が
続
く
と
栄
養

状
態
が
悪
化
し
、
身
体
の
回
復
力
を
損

ね
ま
す
。
特
に
末
期
で
は
利
尿
薬
や
血

圧
薬
な
ど
薬
の
服
用
量
が
多
く
な
り
、

消
化
器
官
へ
の
負
担
も
増
し
が
ち
で

す
。

　
少
量
ず
つ
頻
回
に
食
べ
る
ス
タ
イ
ル

や
商
家
の
良
い
食
事
な
ど
、
栄
養
士
や

看
護
師
と
協
力
し
て
実
践
す
る
方
法
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
・
透
析
患
者
に
考
慮
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
ル
プ
ラ
ン

症状 対策例

関節痛 抗炎症薬の活用、関節を保温する

末梢神経痛 ビタミンＢ製剤や理学療法の導入

倦怠感 無理のない運動、血液検査で貧血を確認

眠りの浅さ 寝具や室温の調整、リラクセーション

食事タイプ 特徴

軟菜中心 胃にやさしく、少量でもエネ

ルギー確保しやすい

エ ネ ル ギ ー

補給用飲料

口当たりが軽く、高カロリー

を補いやすい

低たんぱく 腎臓への負担を抑えつつ、必

要な栄養を確保できる
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食
事
が
進
ま
な
い
と
き
は
無
理
強
い

を
避
け
、
摂
取
し
や
す
い
形
に
工
夫
す

る
こ
と
で
胃
腸
障
害
の
緩
和
を
狙
え
ま

す
。

　
心
の
ケ
ア
の
大
切
さ

　
透
析
の
反
復
や
合
併
症
の
影
響
で
生

活
の
選
択
肢
が
狭
く
な
る
と
、
自
分
が

負
担
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
に
苛
ま
れ
る
方
が
い
ま
す
。

身
体
面
の
苦
痛
だ
け
で
な
く
、
将
来
へ

の
不
安
や
家
族
へ
の
罪
悪
感
が
原
因
と

な
っ
て
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
心
の
ケ
ア
を
重
要
視
す
る
こ
と
で
、

ス
ト
レ
ス
の
軽
減
や
意
欲
の
維
持
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
・
不
安
や
う
つ
状
態
へ
の
理
解

　
透
析
治
療
は
通
院
時
間
が
長
く
、
食

事
制
限
や
生
活
管
理
な
ど
制
約
が
多
い

た
め
心
理
的
負
担
が
重
な
り
や
す
い
で

す
。
終
末
期
が
近
づ
く
と
「
死
が
近
い

の
で
は
」
と
強
い
不
安
を
抱
え
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
不
安
感
や
落
ち
込
み
が
慢

性
化
す
る
と
、
う
つ
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
う
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
早
期
に

精
神
科
や
心
療
内
科
と
連
携
し
、
抗
う

つ
薬
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
視
野
に
入

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
・
心
理
面
で
配
慮
し
た
い
ポ
イ
ン
ト

　
心
の
ケ
ア
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で

な
く
家
族
や
友
人
の
存
在
も
大
き
い
で

す
。
周
囲
が
理
解
あ
る
姿
勢
で
関
わ
る

ほ
ど
、
不
安
や
う
つ
状
態
の
軽
減
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
己
肯
定
感

　
心
の
ケ
ア
で
は
、
宗
教
的
・
哲
学
的

な
支
え
も
取
り
入
れ
る
考
え
方
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
　「
自

分
が
生
き
て
い
る
意
味
を
見
つ
け
る
」

「
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
る
機
会

を
作
る
」
な
ど
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば

特
定
の
宗
教
者
と
の
対
話
を
行
う
事
例

が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
自
分
の
人
生
や
存
在
意
義
を
認
め
る

こ
と
で
、
終
末
期
に
対
す
る
不
安
や
恐

れ
の
緩
和
を
期
待
で
き
ま
す
。

　
・
患
者
と
家
族
の
意
思
疎
通

　
終
末
期
で
は
、
本
人
が
具
体
的
な
意

向
を
伝
え
に
く
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
家
族
が
「
ど
の
よ
う
な
治
療
や
ケ

ア
を
望
ん
で
い
る
の
か
」
を
把
握
で
き

ず
、
互
い
に
戸
惑
う
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
気
力
が
残
っ
て
い
る
段
階
で
、
今
後

の
ケ
ア
方
針
を
家
族
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
共
有
す
る
と
混
乱
を
減
ら
し
や
す
い

で
す
。

　
一
方
で
患
者
本
人
に
は
「
家
族
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
が

あ
る
こ
と
が
多
く
、
周
囲
が
意
見
を
聞

き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
話
し
合
い

が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
改
善
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
の
提
案

●
一
度
に
多
く
の
情
報
を
詰
め
込
ま

ず
、
少
し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
話
題

を
共
有
す
る

●
患
者
本
人
が
話
し
や
す
い
時
間
帯
や

体
調
の
良
い
と
き
を
選
ぶ

●
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
客
観
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
加
え
、
選
択
肢
を
整
理
す
る

●
無
理
に
結
論
を
急
が
ず
、
話
し
合
い

を
繰
り
返
す

　
ど
の
道
を
選
ぶ
か
は
本
人
と
家
族
、

そ
れ
を
支
え
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
共
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
倫
理
的
配
慮
と
家
族
の
理
解

　
透
析
治
療
を
中
止
す
る
判
断
や
延
命

措
置
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
終
末
期
に

関
す
る
選
択
は
大
き
な
葛
藤
を
伴
い
や

す
い
で
す
。
倫
理
的
観
点
で
考
え
る
と

「
い
の
ち
を
伸
ば
す
こ
と
」

と
「
生
活
の
質
を
保
つ
こ
と
」
の
バ
ラ

ン
ス
に
悩
む
場
面
が
あ
り
ま
す
。

ポイント 留意事項

周囲との対話 気持ちを言葉にする場を確保して、孤立感を

緩和する

活動量と休息のバランス 無理な外出やイベント参加で疲れを増やさない

自己肯定感のサポート 役割を失ったと感じやすいので、得意なことを

生かす場を作る
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こ
う
し
た
判
断
を
行
う
際
に
は
家
族

の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
・
透
析
継
続
の
判
断
と
患
者
の
意
思

　
家
族
か
ら
見
る
と
「
少
し
で
も
長
生

き
し
て
ほ
し
い
」
と
願
う
こ
と
が
自
然

な
感
情
で
す
が
、
本
人
に
と
っ
て
透
析

の
継
続
が
苦
痛
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　
患
者
の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め
に

は
、
医
師
や
看
護
師
だ
け
で
な
く
心
理

士
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
関
わ
り

な
が
ら
、
医
療
上
の
リ
ス
ク
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
観
点
を
多
面
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　「
ど
こ
ま
で
負
担
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
の
か
」
に
つ
い
て
患
者
本
人
の
思
い

を
聞
き
取
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

 

　
・
透
析
継
続
に
関
す
る
検
討
要
素

　
継
続
す
る
場
合
も
中
止
す
る
場
合
も

一
方
的
な
決
定
で
は
な
く
、
対
話
の
中

で
合
意
を
目
指
す
と
後
悔
を
減
ら
し
や

す
い
で
す
。

　
・
家
族
が
抱
え
る
苦
悩
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
プ
ロ
ー
チ

　
家
族
は
看
取
る
覚
悟
を
す
る
一
方
で

「
も
っ
と
治
療
で
き
る
の
で
は
」「
他
に

方
法
は
な
い
か
」
と
考
え
て
心
が
揺
れ

動
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
負
担
や
介
護
負
担
が
大
き
い
中

で
、
本
人
の
世
話
や
自
宅
で
の
看
取
り

を
ど
こ
ま
で
行
う
べ
き
か
に
迷
い
も
生

じ
や
す
い
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
家

族
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口
を
設

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
・
家
族
サ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
配
慮
事
項

●
家
族
の
気
持
ち
を
否
定
せ
ず
、
共
感

し
な
が
ら
情
報
提
供
を
行
う

●
在
宅
ケ
ア
や
訪
問
看
護
な
ど
、
施
設

以
外
の
選
択
肢
も
提
案
す
る

●
相
談
窓
口
や
地
域
資
源
を
紹
介
し
負

担
を
一
人
で
抱
え
な
い
仕
組
み
を
つ

く
る

●
遠
方
に
住
む
親
族
へ
の
連
絡
方
法
な

ど
連
携
の
手
順
を
確
認
し
て
お
く

　
・
法
的
な
観
点
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

　
　
　
　
　
コ
ン
セ
ン
ト

　
終
末
期
医
療
で
は
法
的
に
も
繊
細
な

問
題
が
起
こ
り
や
す
い
で
す
。
患
者

本
人
が
十
分
な
判
断
能
力
を
持
つ
段
階

で
、
同
意
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

本
人
の
意
向
が
明
確
で
な
い
場
合
は
家

族
と
医
療
者
が
協
議
し
な
が
ら
方
向
性

を
決
め
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の

徹
底
に
よ
っ
て
患
者
と
家
族
の
混
乱

を
軽
減
し
、
納
得
感
の
あ
る
選
択
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
多
職
種
連
携

　
終
末
期
の
ケ
ア
で
は
医
師
や
看
護
師

だ
け
で
な
く
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
臨
床
心
理
士
な
ど
多
職
種

の
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
専
門
分
野
が
異
な
る
ス
タ
ッ
フ
が
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　
・
多
職
種
連
携
の
メ
リ
ッ
ト

　
専
門
性
の
異
な
る
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま

る
こ
と
で
見
落
と
し
が
ち
な
領
域
を
カ

バ
ー
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば

栄
養
面
で
は
管
理
栄
養
士
が
、
メ
ン
タ

ル
面
で
は
心
理
士
が
、
社
会
保
障
の
活

用
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
そ
れ

要素 内容

本人の意思 苦痛度合いや生活の希望を具体的に聞き取る

身体状況 他疾患の合併状況や栄養状態を考慮する

家族の意向 患者が話しにくいことを代弁し、看取りの形
を検討する

医療的可能性 主治医が提示する治療オプションやリスク
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ぞ
れ
適
切
な
支
援
方
法
を
提
示
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
に
よ
り
患
者
や
家
族
が
抱
え
る

問
題
を
包
括
的
に
ケ
ア
で
き
る
点
が
大

き
な
利
点
で
す
。

　
・
多
職
種
連
携
に
お
け
る
役
割

　
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
は
定
期
的

な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
電
子
カ
ル
テ
で

の
連
絡
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

一
人
の
患
者
に
対
し
て
複
数
の
視
点
を

持
つ
こ
と
が
、
緩
和
ケ
ア
の
質
を
高
め

ま
す
。

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

　
多
職
種
間
で
情
報
共
有
が
不
十
分
だ

と
、
薬
の
重
複
や
指
示
の
混
乱
な
ど

が
生
じ
や
す
い
で
す
。
定
期
的
に
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
患
者
の
状
態
変
化

や
家
族
の
意
向
に
つ
い
て
共
有
す
る

と
、
緩
和
ケ
ア
の
方
向
性
が
ま
と
ま
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
普
段
か
ら
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど

を
活
用
し
、
こ
ま
め
に
相
談
し
合
う
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
・
情
報
共
有
に
役
立
つ
手
順
の
ま
と
め

●
チ
ー
ム
全
員
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
記

録
媒
体
（
電
子
カ
ル
テ
な
ど
）
を
活

用
す
る

●
症
状
の
変
化
や
ケ
ア
の
内
容
を
日
々

更
新
し
、
後
か
ら
参
照
し
や
す
く
す

る
●
家
族
面
談
の
内
容
や
相
談
事
項
は
そ

の
日
の
う
ち
に
共
有
す
る

●
定
例
会
議
だ
け
で
な
く
、
随
時
連
絡

を
取
り
合
い
、
緊
急
対
応
に
備
え
る

　
・
連
携
に
よ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

　
多
職
種
が
関
わ
り
合
う
と
、
患
者
が

感
じ
る
小
さ
な
ス
ト
レ
ス
に
も
対
処
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
食
欲
が
落
ち
た
原
因
を
栄
養
士
と
看

護
師
が
協
力
し
て
分
析
し
た
り
、
夜
間

の
痛
み
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
に
薬
剤
師

と
相
談
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
患
者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
る
可
能
性
が
広
が
り
ま

す
。

　
長
期
透
析
を
続
け
る
方
に
と
っ
て
、

こ
う
し
た
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
き

な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
当
院
で
の
取
り
組
み

　
当
院
で
は
透
析
領
域
の
終
末
期
ケ
ア

に
力
を
入
れ
、
患
者
と
家
族
が
安
心
し

て
治
療
や
看
取
り
を
選
べ
る
環
境
づ
く

り
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
医
や
看
護
師
だ
け
で
な
く
、
各

領
域
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
集
ま
り
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
患
者
ご
と
の

問
題
点
を
多
面
的
に
分
析
し
て
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
・
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
体
制

　
当
院
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
は
医
師
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
臨
床
心
理
士
な
ど
が
参
加
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
患
者
の

状
態
を
見
な
が
ら
相
談
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　
透
析
患
者
の
場
合
は
腎
臓
内
科
の
専

門
医
と
も
密
に
連
携
し
て
お
り
、
治
療

方
針
の
調
整
を
円
滑
に
進
め
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

 

職種 主な役割
医師 診断・治療方針の提示、緊急時の判断

看護師 日々の経過観察、実際のケアや症状管理

薬剤師 薬の適正使用や相互作用の確認

管理栄養士 食事計画の立案と栄養管理

リハビリスタッフ 運動機能の維持や呼吸リハビリの指導

ソーシャルワーカー 介護保険や医療費助成など制度の紹介、退院
調整や相談支援

臨床心理士 カウンセリングや心理面の評価
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・
当
院
の
チ
ー
ム
構
成
例

　
・
在
宅
療
法
や
訪
問
看
護
と
の
連
携

　
治
療
を
病
院
だ
け
で
完
結
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
患
者
の
希
望
や
体
力
に
合

わ
せ
て
自
宅
や
介
護
施
設
と
連
携
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
在
宅
医
や
訪
問
看
護
師
が
定
期
的
に

状
態
を
確
認
し
、
急
変
時
に
は
病
院
と

連
絡
を
取
り
合
う
仕
組
み
を
整
え
る
こ

と
で
、
透
析
後
の
疲
労
を
自
宅
で
安
静

に
過
ご
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、

当
院
で
は
地
域
の
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　
・
在
宅
療
法
を
選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン
ト

　
外
来
や
入
院
だ
け
で
な
く
、
在
宅

で
の
緩
和
ケ
ア
に
も
取
り
組
み
や
す

い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
「
最
後
ま

で
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
方

の
思
い
に
応
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
病
院
へ
の
移
動
負
担
を
減
ら
し
た
い

か
●
家
族
や
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
定
期
的
に

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環
境
か

●
透
析
用
ベ
ッ
ド
や
医
療
機
器
を
自
宅

に
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
か

●
緊
急
時
の
搬
送
体
制
が
整
っ
て
い
る

地
域
か
ど
う
か

　
・
意
思
決
定
支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
実
施

　
当
院
で
は
定
期
的
に
患
者
と
家
族
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
す
る
意
思
決
定

支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

透
析
治
療
を
続
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
整
理
し
、
今
後
起
こ
り
う
る

身
体
変
化
や
対
処
法
な
ど
を
共
有
し
な

が
ら
、
患
者
の
意
向
を
伺
う
機
会
と
し

て
い
ま
す
。

　
自
分
の
意
思
を
十
分
に
伝
え
ら
れ
な

い
方
の
場
合
、
家
族
が
代
理
で
意
向
を

確
認
す
る
形
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
本
人
の
気
持
ち
を
尊

重
し
た
方
針
を
模
索
し
ま
す
。

　
※
本
文
章
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
医

療
法
人
社
団
　
大
垣
中
央
病
院
様
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
透
析
セ
ン
タ
ー
（
人
工
透
析
）
透
析
・

人
工
透
析
の
情
報
の
中
よ
り
透
析
患
者
さ
ん
の

末
期
症
状
へ
の
対
応
（
緩
和
ケ
ア
の
考
え
方
）

の
ペ
ー
ジ
よ
り
参
照
し
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

スタッフ 役割

腎臓内科医 透析治療の調整、合併症への対応

緩和ケア医 身体的症状と精神的ケアのバランスを考慮した治療指針の提案

看護師 日常のケアと患者・家族へのサポート

薬剤師 多剤併用のチェック、鎮痛薬や抗不安薬の調整

管理栄養士 食事管理、低たんぱくや塩分制限などの指導

リハビリスタッフ 運動量維持、呼吸訓練、ＡＤＬ改善のための助言

ソーシャルワーカー 退院後の生活設計や介護サービス活用など制度の活用支援

臨床心理士 カウンセリングや心理テストを通じたメンタルケア
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治
る
力
、
応
援
し
ま
す
。 

足 は 第 二 の 心 臓 。 足 梗 塞 の 予 防 に‼ 

HATA Mixer®は 100％秋田県内で製造、秋田発の製品です‼ 

HATA Mixer®のお問い合わせは（株）ゴールドリンクまで！ 

0120-077-565 

HHAATTAA  MMiixxeerr®®  

××  
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HHAATTAA  MMiixxeerr®®  
世界最小クラス、無電源ミキシングシステム 

泡 が 違 う ！ 人 工 炭 酸 泉 の 革 新‼ 

HATA Mixer®のお問い合わせは（株）ゴールドリンクまで！ 

0120-077-565 
HATA Mixer®は 100％秋田県内で製造、秋田発の製品です‼ 
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